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五
百
Ｍ
岩
本
未
奈
・
女
子
４×

百
Ｍ
１
位
蔭
木
、
菅
田
、
田

中
、
高
田
・
女
子
４×

四
百
Ｍ

２
位
西
海
、
蔭
木
、
杉
田
、
菅

田
・
女
子
総
合
２
位
〈
ワ
ン
ダ

ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
〉
県
大
会

優
勝
熊
野
、
川
口
、
芦
谷
、
堀

本 〈
ボ
ー
ト
部
〉
県
大
会
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
２
位
・
女
子
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
２
位
・
女
子
舵
手

付
ク
オ
ド
ル
プ
ル
２
位
・
女
子

総
合
２
位
〈
陸
上
競
技
部
〉

県
大
会
女
子
四
百
Ｍ
２
位
菅

田
玲
奈
、
女
子
二
百
Ｍ
５
位

菅
田
玲
奈
、
女
子
４×

百
Ｍ
５

位
蔭
木
、
菅
田
、
大
岡
、
高

田
、
女
子
４×

四
百
Ｍ
５
位
杉

野
、
蔭
木
、
中
山
、
菅
田
女
子

総
合
８
位 

〈
美
術
部
〉
優
秀
な
絵
画
を
県

教
育
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
用

に
提
供
し
た
こ
と
に
対
し
て
西

谷
弘
美
さ
ん
が
感
謝
状
を
受

賞
。 

 

｢

常
松

と
こ
ま
つ

賞｣

は
、
生
徒
の
自

発
的
な
奉
仕
活
動
や
善
意
の

行
為
に
対
し
て
、
栄
誉
を
与

え
る
も
の
で
、
校
木
の｢

常

松｣

に
ち
な
ん
で
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
第
１
号
は
茱
萸
優

子
さ
ん
で
す
。
彼
女
は
、
下

校
途
中
、
倒
れ
て
い
る
ご
老 

ちょっと一言 本校正門入ってすぐ南側に、クリスマスツリーに最適な形をした一番高い

木があります。その木こそ、加古川西高校の校木「常松」です。ヒノキ科の落葉針葉高木

で、｢落羽
ら く ふ

松
しょう

｣とも「沼杉｣ともいわれるものです。ちなみに現在は 2代目です。 

 

先
日
６
月
９
日
に
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の

運
動
部
が
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。 

〈
女
子
バ
レ
ー
部
〉
加
印
地

区
優
勝
・
東
播
磨
２
部
リ
ー

グ
優
勝
・
ベ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ

ー
賞
受
賞
・
優
秀
選
手
賞
（
田

代
真
紀
）〈
柔
道
部
〉
東
播
磨

地
区
男
子
60
ｋ
ｇ
級
３
位

今
村
翔
一
・
女
子
52
ｋ
ｇ
級

２
位
川
辺
朋
美
〈
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
〉
東
播
磨
地
区
男
子

ダ
ブ
ル
ス
２
位
藤
田
、
河
合

組
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
３
位
阿

久
津
、
浅
井
組
・
女
子
団
体

３
位
〈
卓
球
部
〉
東
播
磨
地

区
女
子
ダ
ブ
ル
ス
３
位
後
藤
、

白
濱
組
・
学
校
対
抗
３
位
〈
陸

上
競
技
部
〉
東
播
磨
地
区
男

子
千
五
百
Ｍ
２
位
森
田
昌
嗣
・

男
子
４×

四
百
Ｍ
２
位
北
本
、

芝
端
、
藤
丸
、
長
谷
川
・
女
子

二
百
Ｍ
２
位
菅
田
玲
奈
・
女
子

四
百
Ｍ
１
位
菅
田
玲
奈
・
女
子

八
百
Ｍ
１
位
岩
本
未
奈
・
女
子

千 

 

６
月
19
日
か
ら
22
日
の
予

定
で
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
競

技
場
で
開
催
さ
れ
る
全
国
総

体
陸
上
競
技
の
近
畿
予
選
に

出
場
す
る
選
手
の
壮
行
会
が
、

表
彰
伝
達
式
と
同
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
女
子
が
全
国

大
会
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卓
球
部
、
男
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
も
近
畿
大
会
出
場

を
決
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

部
の
壮
行
会
は
、
一
学
期
終
業

式
で
行
う
予
定
で
す
。 

人
を
通
り
が
か
り
の
ご
婦
人

と
協
力
し
て
救
助
に
あ
た
り

ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
彼
女

の
気
配
り
や
所
作
に
ご
婦
人

が
大
い
に
感
銘
を
受
け
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 


